
(57)【要約】
【課題】導電性フィラーの脱落、導電性フィラー使用量が少なく、表面抵抗値が１０２ ～
１０１ ０ Ωであり、カバーテープとのシール性が良好な熱可塑性樹脂導電性シート及びそ
れを成形してなる電子部品搬送用容器を提供する。
【解決手段】
　熱可塑性樹脂シートの両面又は片面に、ウレタン系樹脂１００重量部に対して、アクリ
ル系樹脂混合物５～１００重量部、導電性フィラー５～５０重量部を含む導電性塗料を塗
布する熱可塑性樹脂導電性シートであって、前記アクリル系樹脂混合物がガラス転移温度
が８０℃以上のアクリル系樹脂１００重量部に対して、ガラス転移温度が７０℃以下のア
クリル系樹脂を１０～３００重量部を含むものであり、かつ表面抵抗値が１０２ ～１０１

０ Ωであることを特徴とする熱可塑性樹脂導電性シート及びそれを成形してなる電子部品
搬送用容器。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 熱 可 塑 性 樹 脂 シ ー ト の 両 面 又 は 片 面 に 、 ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ア ク リ
ル 系 樹 脂 混 合 物 ５ ～ １ ０ ０ 重 量 部 、 導 電 性 フ ィ ラ ー ５ ～ ５ ０ 重 量 部 を 含 む 導 電 性 塗 料 を 塗
布 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト で あ っ て 、 前 記 ア ク リ ル 系 樹 脂 混 合 物 が ガ ラ ス 転 移 温 度
が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア
ク リ ル 系 樹 脂 を １ ０ ～ ３ ０ ０ 重 量 部 を 含 む も の で あ り 、 か つ 表 面 抵 抗 値 が １ ０ ２ ～ １ ０ １

０ Ω で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
ウ レ タ ン 系 樹 脂 に ア ク リ ル 変 性 ウ レ タ ン 樹 脂 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性
シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 導 電 性 フ ィ ラ ー が カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性
シ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 熱 可 塑 性 樹 脂 シ ー ト が ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 シ ー ト で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載
の 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト を 成 形 し て な る 電 子 部 品 搬
送 用 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト 及 び そ れ を 成 形 し て な る 電 子 部 品 搬 送 用 容 器 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｉ Ｃ や Ｉ Ｃ を 用 い た 電 子 部 品 は キ ャ リ ア テ ー プ 等 に 保 管 さ れ 、 蓋 材 で あ る カ バ ー テ ー プ
を シ ー ル 後 、 搬 送 、 実 装 が 行 わ れ て い る 。 近 年 は 、 技 術 の 進 歩 に よ り こ れ ら の 電 子 部 品 は
日 々 小 型 化 し て い る 。 し か し な が ら 実 装 工 程 に お い て 、 摩 擦 や 、 カ バ ー テ ー プ と の 剥 離 に
よ る 静 電 気 に よ っ て キ ャ リ ア テ ー プ が 帯 電 し て し ま い 、 小 型 化 し た 電 子 部 品 が キ ャ リ ア テ
ー プ に 張 り 付 い た り 、 静 電 気 に よ り 内 包 物 の Ｉ Ｃ 等 が 破 壊 さ れ た り と い っ た 問 題 が 起 き て
い る 。 ま た 、 帯 電 防 止 処 理 を し て い な い と 、 埃 を 極 端 に 嫌 う 部 品 等 に お い て も 不 具 合 を 起
こ す 。 そ こ で 、 キ ャ リ ア テ ー プ 等 の 電 子 部 品 搬 送 用 容 器 に は 帯 電 防 止 に 対 す る 要 求 が 強 ま
っ て い る 。 こ れ に 対 し 、 現 在 は 、 特 許 文 献 １ に 示 す よ う に カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 等 の 導 電 性 フ
ィ ラ ー を 含 む 熱 可 塑 性 樹 脂 を 共 押 出 し 等 に よ り シ ー テ ィ ン グ し た も の が 主 流 で あ る 。 し か
し な が ら こ の 方 法 で は 、 導 電 性 フ ィ ラ ー を 大 量 に 練 り こ む た め 、 フ ィ ラ ー 脱 落 に よ る 電 子
部 品 の 汚 染 や シ ョ ー ト 、 ま た 導 電 性 フ ィ ラ ー は 高 価 で あ る た め コ ス ト ア ッ プ に も つ な が る
。 キ ャ リ ア テ ー プ に 蓋 材 で あ る カ バ ー テ ー プ を シ ー ル 後 、 搬 送 す る 際 に カ バ ー テ ー プ の 剥
離 等 の 問 題 が 起 こ ら な い よ う に カ バ ー テ ー プ と の 良 好 な シ ー ル 性 も 必 要 で あ る 。 よ っ て 、
導 電 性 フ ィ ラ ー の 脱 落 が 少 な く 、 コ ス ト ダ ウ ン の 観 点 か ら 使 用 量 が 少 な い が 帯 電 防 止 効 果
が 十 分 で あ り 、 表 面 抵 抗 値 が １ ０ ２ ～ １ ０ １ ０ Ω で 、 カ バ ー テ ー プ と の シ ー ル 性 、 ブ ロ ッ
キ ン グ 性 が 良 好 な 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト 及 び そ れ を 成 形 し て な る 電 子 部 品 搬 送 用 容 器
が 求 め ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ２ ９ ２ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 導 電 性 フ ィ ラ ー の 脱 落 、 導 電 性 フ ィ ラ ー 使 用 量 が 少 な く 、 表
面 抵 抗 値 が １ ０ ２ ～ １ ０ １ ０ Ω で あ り 、 カ バ ー テ ー プ と の シ ー ル 性 、 ブ ロ ッ キ ン グ 性 が 良
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好 な 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト 及 び そ れ を 成 形 し て な る 電 子 部 品 搬 送 用 容 器 を 提 供 す る 事
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、
（ １ ） 熱 可 塑 性 樹 脂 シ ー ト の 両 面 又 は 片 面 に 、 ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ア
ク リ ル 系 樹 脂 混 合 物 ５ ～ １ ０ ０ 重 量 部 、 導 電 性 フ ィ ラ ー ５ ～ ５ ０ 重 量 部 を 含 む 導 電 性 塗 料
を 塗 布 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト で あ っ て 、 前 記 ア ク リ ル 系 樹 脂 混 合 物 が ガ ラ ス 転 移
温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下
の ア ク リ ル 系 樹 脂 を １ ０ ～ ３ ０ ０ 重 量 部 を 含 む も の で あ り 、 か つ 表 面 抵 抗 値 が １ ０ ２ ～ １
０ １ ０ Ω で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト 、
（ ２ ） ウ レ タ ン 系 樹 脂 に ア ク リ ル 変 性 ウ レ タ ン 樹 脂 を 含 む （ １ ） 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂
導 電 性 シ ー ト 、
（ ３ ） 　 導 電 性 フ ィ ラ ー が カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク で あ る （ １ ） 又 は （ ２ ） 項 に 記 載 の 熱 可 塑 性
樹 脂 導 電 性 シ ー ト 、
（ ４ ） 　 熱 可 塑 性 樹 脂 シ ー ト が ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 シ ー ト で あ る （ １ ） ～ （ ３ ） 項 の い ず
れ か に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト 、
（ ５ ） 　 （ １ ） ～ （ ４ ） 項 の い ず れ か に 記 載 の 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト を 成 形 し て な る
電 子 部 品 搬 送 用 容 器 、
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 従 う と 、 得 ら れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト は 、 導 電 性 フ ィ ラ ー の 脱 落 、 導 電
性 フ ィ ラ ー 使 用 量 が 少 な く 、 表 面 抵 抗 値 が １ ０ ２ ～ １ ０ １ ０ Ω で あ り 、 蓋 材 で あ る カ バ ー
テ ー プ と の シ ー ル 性 、 ブ ロ ッ キ ン グ 性 が 良 好 な 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト 及 び そ れ を 成 形
し て な る 電 子 部 品 搬 送 用 容 器 を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。 本 発 明 は 、 熱 可 塑 性 樹 脂 シ ー ト の 両 面 又 は 片 面 に
、 ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 混 合 物 ５ ～ １ ０ ０ 重 量 部 、 導 電
性 フ ィ ラ ー ５ ～ ５ ０ 重 量 部 を 含 む 導 電 性 塗 料 を 塗 布 す る 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト で あ っ
て 、 前 記 ア ク リ ル 系 樹 脂 混 合 物 が ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重
量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 を １ ０ ～ ３ ０ ０ 重 量 部 を 含
む も の で あ り 、 か つ 表 面 抵 抗 値 が １ ０ ２ ～ １ ０ １ ０ Ω で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 可 塑 性 樹
脂 導 電 性 シ ー ト 及 び そ れ を 成 形 し て な る 電 子 部 品 搬 送 用 容 器 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ
ル 系 樹 脂 の 合 計 が 、 下 限 値 未 満 で あ る と 蓋 材 で あ る カ バ ー テ ー プ と の シ ー ル 性 が 悪 く な り
、 上 限 値 を 超 え る と 塗 料 の 安 定 性 が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 が 、 下 限 値 未 満 で あ る と 蓋 材 で あ る カ バ
ー テ ー プ と の シ ー ル 性 が 悪 く な り 、 上 限 値 を 超 え る と ブ ロ ッ キ ン グ を 起 こ し や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
導 電 性 フ ィ ラ ー が 下 限 値 未 満 で あ る と 十 分 な 帯 電 防 止 効 果 が 得 ら れ ず 、 上 限 値 を 超 え る と
、 導 電 性 が 良 す ぎ て 外 部 で 発 生 し た 静 電 気 を 導 通 し て し ま い 内 容 物 で あ る Ｉ Ｃ 等 を 破 壊 す
る 恐 れ が あ り 、 ま た フ ィ ラ ー 脱 落 の 問 題 も 起 こ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 表 面 抵 抗 値 が 下 限 値 未 満 で あ る と 、 導 電 性 が 良 す ぎ て 外 部 で 発 生 し た 静 電 気 を 導 通 し て
し ま い 内 容 物 で あ る Ｉ Ｃ 等 を 破 壊 す る 恐 れ が あ り 、 上 限 値 を 超 え る と 、 十 分 な 帯 電 防 止 効
果 が 得 ら れ な い 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 ウ レ タ ン 系 樹 脂 と は 分 子 鎖 中 に ウ レ タ ン 結 合 を 持 つ 樹 脂 で あ り 、 ポ リ エ ー テ ル 系 、 ポ リ
エ ス テ ル 系 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 系 、 エ ポ キ シ 変 性 タ イ プ 、 ア ク リ ル 変 性 タ イ プ 等 で あ り 、
種 々 の 共 重 合 体 や 単 体 を ２ 種 以 上 混 合 し て 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ア ク リ ル 系 樹 脂 と は 分 子 鎖 中 に ア ク リ ル 基 を 持 つ 樹 脂 で あ り 、 メ チ ル メ タ ア ク リ レ ー ト
、 エ チ ル メ タ ア ク リ レ ー ト 、 ブ チ ル メ タ ア ク リ レ ー ト 、 ア ク リ ル ア ミ ド 等 で あ り 、 種 々 の
共 重 合 体 や 単 体 を ２ 種 以 上 混 合 し て 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 導 電 性 フ ィ ラ ー と は 導 電 性 を 示 す 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク や 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 亜 鉛 な ど の 金
属 酸 化 物 等 で 、 こ れ ら を ２ 種 以 上 混 合 し て 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 熱 可 塑 性 樹 脂 シ ー ト と は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 樹 脂 シ ー ト 、 ポ リ ス チ レ ン 系 樹 脂 シ ー ト 、 ポ
リ カ ー ボ ネ ー ト 系 樹 脂 シ ー ト 、 塩 化 ビ ニ ル 系 樹 脂 シ ー ト 等 や こ れ ら の ア ロ イ の シ ー ト や 、
こ れ ら の シ ー ト を 積 層 し た も の 等 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た こ の 塗 料 に は 必 要 に 応 じ て 、 導 電 性 フ ィ ラ ー の 脱 落 性 、 シ ー ル 性 、 ブ ロ ッ キ ン グ 性 等
を 損 な わ な い 範 囲 で 、 各 種 添 加 剤 や 樹 脂 等 を 添 加 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
以 下 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 更 に 詳 細 に 説 明 す る が こ れ は 単 な る 例 示 で あ り 、 本 発 明 は こ れ
に よ り 限 定 さ れ る も の で は な い 。
＜ 実 施 例 １ ＞
ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と
ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 の 合 計 が ３ ０ 重 量 部 （ ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８
０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ
ル 系 樹 脂 ５ ０ 重 量 部 ） 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ２ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 塗 料 を 作 成 し 、 厚 み ０ ．
３ ｍ ｍ の Ａ － Ｐ Ｅ Ｔ 基 材 の 両 面 に 塗 布 膜 厚 １ μ で 塗 布 し た 。
＜ 実 施 例 ２ ＞
ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と
ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 の 合 計 が ３ ０ 重 量 部 （ ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８
０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ
ル 系 樹 脂 ２ ０ ０ 重 量 部 ） 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ２ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 塗 料 を 作 成 し 、 厚 み ０
． ３ ｍ ｍ の Ａ － Ｐ Ｅ Ｔ 基 材 の 両 面 に 塗 布 膜 厚 １ μ で 塗 布 し た 。
＜ 実 施 例 ３ ＞
ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と
ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 の 合 計 が ３ ０ 重 量 部 （ ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８
０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ
ル 系 樹 脂 ５ ０ 重 量 部 ） 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ２ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 塗 料 を 作 成 し 、 厚 み ０ ．
３ ｍ ｍ の ポ リ ス チ レ ン 基 材 の 両 面 に 塗 布 膜 厚 １ μ で 塗 布 し た 。
＜ 比 較 例 １ ＞
ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と
ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 の 合 計 が １ ２ ０ 重 量 部 （ ガ ラ ス 転 移 温 度 が
８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク
リ ル 系 樹 脂 ５ ０ 重 量 部 ） 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ２ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 塗 料 を 作 成 し 、 厚 み ０
． ３ ｍ ｍ の Ａ － Ｐ Ｅ Ｔ 基 材 の 両 面 に 塗 布 膜 厚 １ μ で 塗 布 し た が 、 塗 布 ム ラ の 発 生 が あ っ た
。
＜ 比 較 例 ２ ＞
ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と
ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 の 合 計 が ２ 重 量 部 （ ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０
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℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル
系 樹 脂 ５ ０ 重 量 部 ） 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ２ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 塗 料 を 作 成 し 、 厚 み ０ ． ３
ｍ ｍ の Ａ － Ｐ Ｅ Ｔ 基 材 の 両 面 に 塗 布 膜 厚 １ μ で 塗 布 し た 。
＜ 比 較 例 ３ ＞
ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と
ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 の 合 計 が ３ ０ 重 量 部 （ ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８
０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ
ル 系 樹 脂 ３ ５ ０ 重 量 部 ） 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ２ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 塗 料 を 作 成 し 、 厚 み ０
． ３ ｍ ｍ の Ａ － Ｐ Ｅ Ｔ 基 材 の 両 面 に 塗 布 膜 厚 １ μ で 塗 布 し た 。
＜ 比 較 例 ４ ＞
ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と
ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 の 合 計 が ３ ０ 重 量 部 （ ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８
０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ
ル 系 樹 脂 ５ 重 量 部 ） 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ２ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 塗 料 を 作 成 し 、 厚 み ０ ． ３
ｍ ｍ の Ａ － Ｐ Ｅ Ｔ 基 材 の 両 面 に 塗 布 膜 厚 １ μ で 塗 布 し た 。
＜ 比 較 例 ５ ＞
ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と
ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 の 合 計 が ３ ０ 重 量 部 （ ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８
０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ
ル 系 樹 脂 ５ ０ 重 量 部 ） 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ６ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 塗 料 を 作 成 し 、 厚 み ０ ．
３ ｍ ｍ の Ａ － Ｐ Ｅ Ｔ 基 材 の 両 面 に 塗 布 膜 厚 １ μ で 塗 布 し た 。
＜ 比 較 例 ６ ＞
ウ レ タ ン 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ ル 系 樹 脂 と
ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８ ０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 の 合 計 が ３ ０ 重 量 部 （ ガ ラ ス 転 移 温 度 が ８
０ ℃ 以 上 の ア ク リ ル 系 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 、 ガ ラ ス 転 移 温 度 が ７ ０ ℃ 以 下 の ア ク リ
ル 系 樹 脂 ５ ０ 重 量 部 ） 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク １ 重 量 部 を 配 合 し た 塗 料 を 作 成 し 、 厚 み ０ ． ３
ｍ ｍ の Ａ － Ｐ Ｅ Ｔ 基 材 の 両 面 に 塗 布 膜 厚 １ μ で 塗 布 し た 。
＜ 比 較 例 ７ ＞
ポ リ ス チ レ ン 樹 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ２ ０ 重 量 部 を 配 合 し た 導 電 性 樹 脂
を ポ リ ス チ レ ン 基 材 の 両 面 に 共 押 出 し で 層 比 率 が 導 電 性 樹 脂 ／ 基 材 ／ 導 電 性 樹 脂 ＝ １ ０ ／
８ ０ ／ １ ０ に な る よ う に シ ー テ ィ ン グ し 厚 み ０ ． ３ ｍ ｍ の シ ー ト を 得 た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
表 １ に 、 得 ら れ た シ ー ト の 表 面 抵 抗 値 、 カ ー ボ ン 脱 落 、 カ ー ボ ン 比 率 、 シ ー ル 性 、 ブ ロ ッ
キ ン グ 性 の 評 価 結 果 を 示 し た 。
表 面 抵 抗 値 は Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ － ６ ９ １ １ に 基 づ き 測 定 を 行 っ た 。 カ ー ボ ン 脱 落 と は 得 ら れ た シ
ー ト を 一 般 コ ピ ー 紙 で ５ 回 擦 り 、 コ ピ ー 紙 に カ ー ボ ン が 付 着 し な い も の を ○ 、 カ ー ボ ン が
付 着 す る も の を × と し た 。
シ ー ル 性 と は カ バ ー テ ー プ （ Ｃ Ｓ Ｌ － Ｚ ７ ３ ０ ２ 　 住 友 ベ ー ク ラ イ ト （ 株 ） 製 ） を コ テ 幅
１ ｍ ｍ 、 コ テ 長 １ ６ ｍ ｍ 、 コ テ 圧 １ ｋ ｇ 、 シ ー ル 時 間 ０ ． ２ 秒 で シ ー ル し た 際 、 シ ー ル 温
度 １ ６ ０ ～ ２ ０ ０ ℃ で の シ ー ル 強 度 が ０ ． ２ ～ １ Ｎ の 範 囲 に 入 っ て い る も の を ○ 、 入 っ て
い な い も の を × と し た 。
ブ ロ ッ キ ン グ 性 と は 、 導 電 塗 料 を 両 面 に 塗 布 後 の シ ー ト を ４ ｃ ｍ × ４ ｃ ｍ に カ ッ ト た も の
を ３ 枚 重 ね 、 そ の 上 に ２ ． ５ ｋ ｇ の 荷 重 を か け ２ ４ 時 間 ４ ０ ℃ ― ９ ０ ％ の 環 境 に 放 置 後 、
シ ー ト の 張 付 き が ひ ど い も の を × 、 張 付 き が ほ と ん ど な い も の を ○ と し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 得 ら れ た 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト は 、 導 電 性 フ ィ ラ ー の 脱 落 、 導 電 性 フ ィ ラ ー 使 用 量
が 少 な く 、 表 面 抵 抗 値 が １ ０ ２ ～ １ ０ １ ０ Ω で あ り 、 蓋 材 で あ る カ バ ー テ ー プ と の シ ー ル
性 、 ブ ロ ッ キ ン グ 性 が 良 好 な 熱 可 塑 性 樹 脂 導 電 性 シ ー ト で あ る 為 、 そ れ を 成 形 し て な る 電
子 部 品 搬 送 用 容 器 は 優 れ た 特 性 を も っ た も の で あ り 、 広 く 便 利 に 効 率 的 に 使 う 事 が 可 能 で
あ る 。
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